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（飯田高原お宝探検隊） 

飯田こども園運動会 

  

【運動会がんばるぞー！】 【がんばれアンカー！】 【狙いを定めてせーの！】 【手を使わずにできるかな？】

【可愛らしいぶどうの妖精たち！？】 【みんなタイミングばっちり！】 【保護者の力作ロボット発進！】

「あげたへぇさげたへぇ」 

＆お月見＠中村上 

 

【お月見どろぼう㋐】

【お月さまへのお供え】

【お月さまの学習】

【キチンとお礼も】
【お菓子はどこだ？】



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 

こんにちは 
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４５０万部を超えるベストセラー『バカの壁』の著者 

養老
ようろう

孟
たけ

司
し

先生が九重にやってくる！（第４弾） 

 

 

《 講演会 》 
日時／場所 令和５年１０月３１日（火）１９時～／九重文化センター・ホール 
演題 『養老先生の子育て論』～自然とのふれあいが子どもの脳とからだを育てる～ 

 
 ７月号で講演会実現のための実行委員会が
設立されたこと、養老孟司先生のプロフィール
等をお知らせして、８月号では養老先生の珠玉
の名言・格言をご紹介。また、９月号では先生
の代表作『バカの壁』を紹介してきました。 
 そして、いよいよ今月３１日（火）に講演会
が開催されます。多くの方（特に子育て世代の
方）のご来場をお待ちしています。飯田地区ま
ちづくり協議会も実行委員会のメンバーです。 
  

 
九重町・図書館に養老孟司先生のコーナーが

設置されていますので、この読書週間に是非お 
手に取って読んでみてください。 
＜コーナーにある書籍のリスト＞ 
①からだの見方 ②バカの壁 ③死の壁④遺言。 
⑤超バカの壁⑥虫っておもしろい！⑦養老訓
⑧昆虫⑨あなたの脳にはクセがある⑩「自分」
の壁⑪脳の見方⑫まる ありがとう⑬ヒトの壁 
⑭養老孟司のデジタル昆虫図鑑 ほか多数あり。 
 

 
 十五夜 （中秋の名月） と 十三夜 （十五夜に次ぐ美しさ） 

  
 十五夜とは満月の別名で、この時期は空気が
澄み、特に月が美しく見えることから古来から
特別視された。月見団子や里芋、柿や栗などの
秋の果物や、すすきを始めとする秋の七草を供
え、豊作に感謝しながら鑑賞する。里芋を供え
る習慣から、地域によっては「芋名月」とも呼
ばれる。 
 十五夜は別名、「中秋の名月」とも呼ばれる。
旧暦で８月１５日のことをいう。今年は、９月
２９日（金）でした。 
十五夜から約２８日後の旧暦の９月１３日

（現在の１０月上旬頃～１１月上旬頃）の夜を 
十三夜という。十五夜と同じように、夜空に浮 
 

 
かぶ月を目で楽しむ習慣がある。十三夜は満月
ではなく少し欠けているのが趣き深い。十五夜
の「芋名月」に対し、「豆の名月」「栗の名月」
と呼ばれ、豆や栗をお供えし食べる。十五夜が
中国から伝わったのに対し、十三夜は日本独自
のもの。台風シーズンの十五夜よりも十三夜の
方が晴れる確率が高いため普及したという。 
 十三夜は「小麦の名月」とも呼ばれる地域も
あり、その夜の天気や月の見え方から翌年の収
穫を占う習慣もある。今年は、１０月２７日
（金）です。十五夜に次ぐ美しさといわれてい
る。十五夜を楽しんだ方は、「片見月」にならぬ
よう、十三夜もお楽しみください。（二夜の月） 
  

日本人が忘れかけている季節を表す言葉 その⑨ 和風月名（わふうげつめい） 
  
睦月・如月・弥生・卯月・皐月・水無月・文月・葉月・長月・神無月・霜月・師走 

 
神無月（かんなづき）とは文字通り神がいな

くなるということ。全国の神様が留守になる月
です。逆に、その神様たちが集まる出雲では神
在月（かみありづき）と呼ばれます。神様が集
まるのは縁結びについて相談するためともい
われますが、縁結びはなにも男女のことだけを
差すわけではありません。社会が明るく皆が幸
せであるよう、お互いが結ばれることです。家
族や仕事でのつながりも縁なのです。衣替えを
して障子を張り替えてすっきりすれば、新しい
縁にも恵まれそうです。 『日本のしきたり』より 
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 10 月 27 日～11 月 9 日 は、2023・第７７回 読書週間 です。 
                                                             

今年の標語は、『 私のペースで しおりは進む 』です。 
  




